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論文の要旨及び判定理由 

慢性心不全症例の半数以上に睡眠呼吸障害(SDB)が合併する。睡眠呼吸障害の治療デバイスと

して、Adaptive Servo-Ventilation(ASV)が使用される。ASVの有効性は証明されているが、その

一方でASV治療を行っても心不全が改善しない例が多く存在する。本研究は、ASV治療への有効性

を予測する因子の検討である。対象はNYHAⅡ～Ⅳの心不全を発症して初回の入院となった103例

である。十分な内服加療を行った後、ポリソムノグラフィー(PSG)を行いASVを導入した。ASV導

入直前と3ヵ月後のBNP値を比較し、BNP値が低下した例をレスポンダー群(82例)、BNP値が増加し

た例をノンレスポンダー群(21例)に分類した。両群とも、ASV導入直前の年齢、性別、冠血管危

険因子、NYHAクラス分類、BNP値、左室駆出率、PSGの結果に有意差は認めなかった。ASV導入3ヵ

月後、レスポンダー群では”SpO2 90%未満低下時間比率(modified CT90%)”が有意に改善したが、

ノンレスポンダー群では改善を認めなかった。レスポンダー群では、ASV使用時間が長く、無呼

吸低呼吸指数、最低SpO2値、4%SpO2低下指数が改善を認める傾向があった。modified CT90%の正

常範囲を1%未満と定義し、ロジステイック回帰解析を行い、レスポンダー群とノンレスポンダー

群を比較した。単変量解析では、modified CT90%<1のみがレスポンダー群で有意な改善を認めた

が、ASV使用時間がレスポンダー群で長い傾向となったため、この2変数で多変量解析を行った。

その結果、”modified CT90%<1”のみが、レスポンダー群との関連因子となることが示された

(オッズ比 7.48, 95%信頼区間 1.22-45.8, P=0.029)。 

本研究は、心不全に対しASV治療を導入するにあたり、ASVの効果を予測する因子を同定する上

で重要な研究と考えられるため、博士（医学）の学位に値するものと判定した。 
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最終試験の結果の要旨 

 

 Adaptive Servo-Ventilation(ASV)療法の効果を予測する因子について、およびASV療法の効果

と酸素化改善の生理学的関連について 

 

試問し満足すべき解答を得た。 
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